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③男女が互いに尊重し、対等な立場でまちづくりに取り組むことを推進
　します。

　『第２次くりはら男女共同参画推進プラン』に基づき「人権尊重と男女平
等」「多様な生き方の尊重」「男女共同参画」を基本理念とし、誰もが平等で
いきいきと暮らすことができるまちを目指します。

男女共同参画社会を実現するために、家庭をはじめ、地域社会全体で固定的
な性別役割分担意識や性差に関する偏見、無意識の思い込み等を解消する必
要があります。

家庭は男女共同参画の意義を学び、実践するための基礎となる場であるた
め、日常的な家事・育児・介護などの家庭内の役割を男女が共同で取り組む
必要性について、継続的に啓発を行う必要があります。

豊かで活力ある地域社会の形成には、地域活動における固定的な性別分担意
識を見直し、男女が共に参画できる環境づくりが求められています。

いちにの参画講座の実施

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進、あらゆる分野でのジェンダー平等
を達成するため、市民や各種団体、企業との連携のもとで意識啓発や理解促進を図ります。

男女のパートナーシップに基づく家庭づくりの啓発

家庭における男女が、夫婦・パートナーとして共に責任と役割を分かち合うことのできる家
庭づくりに向けて、啓発や学習会の充実を図ります。

男女の地域活動への参加促進

男女が共に地域活動に参画するため、固定的な性別役割分担意識に基づく慣習等を見直し、
共に地域活動に参画できるよう意識啓発を図ります。

審議会等の女性委員数の割合 25.1% 30.0%

成果指標 現状値
（計画策定時）

目標値
（令和8年度）

民間企業における女性管理職の割合 ― 10.0%

施策 Ⅴ-２- ③

現状と課題

具体的な取り組み
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